








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































行 話題のまとめ間をおいた 話の筋のっながりの表示 話題の呼び戻しくり返し 発言のまとめ
話の筋の修正
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されるものであって，談話構成的なはたらきなど，より冷静に会話の方策と
して用いられることが多い。
　しかし，ここで特に興味深いのは，「どちらともいえない」の欄に属する
はたらきにおける出現タイミングの使い分けである。元来，伝達内容の強調
や心情表出，相手へのはたらきかけにくり返しを用いるのは，自発的・積極
的な表出態度のあらわれであるが，時にはそれがくどい，押しつけがましい，
子供っぽいなどの好ましくない印象を生むこともある。たて続けのくり返し
の場合には特にその可能性が高い。そこで，そういった印象を緩和する一つ
の方策として，もとの発話にすぐ続けずに問をおくという手段が用いられる
のではないかと考えられる（3．3，＜例12＞参照）。今回の裏例では，強調や
はたらきかけなどの機能を持つくり返しの2／3以上が間をおいたものであ
り，すぐ続けるタイプが現われるのは話者の感情が高まっている場合，家族
など親しい相手と話す場合などと，かなり状況が限られていた。
4．2．くり返しの形状
　まず，機能のカテゴリーごとに，再現型，一部変更型，補足型，言い換え
型，要約型，対句型の六種の出現傾向を見ていく。
関説的機能
　反復的／連続的なことがらの描写は，再現型を利用している。
　受信応答や問い返し，質問への回答では再現型が多いが，自分から情報を
伝える際の強調には一一部変更型・言い換え型・補足型などが多かった。後者
のように聞き手にとって新情報にあたる部分をくり返す場合には，単なる再
現ではなく変更や補足，要約などの処理を加えて再提示する方が理解補助の
上でも効果的なのであろう。
　要約型は事例数自体が少なかったが，！5件中！0件が関説的機能を持つで
おり，情報伝達，受信確認のどちらにおいても用いられていた。
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心情的機能
　話者の心情表出には再現型が多い。ストレートに気持ちを表わす時には，
あまり雷い換えたりせずにそのまま重ねて述べるようである。賛同や共感を
表わすにも，相手の発言そのままのなぞりであることが一体化の効果の上で
大きく作用する。一方，内容に対する姿勢の表出には一部変更型が再現型よ
り多く見られた。これは心情的機能のうちでも関説的機能とつながる部分な
ので，上記の伝達上の効果が影響してくるのであろう。
　また，心情的機能には要約型は全く現れなかった。
動能的機能
　他の機能に比べて再現型の割合が低く，一部変更型の割合が高かった。動
能的機能でむやみに同形のくり返しを使うと強引な感じになるためかと思わ
れる。しかし，再現型を避けると同国に，要約型も全くなかった。要約は説
明的になり，訴えの効果がかえって薄れてしまうのであろう。
交響的機能
　再現型や一部変更型と共に，補足型の割合が大きい。なるべく労力をかけ
ずに発話量を増やすものが好まれるのではないかと思われる。補足型は，事
例の半数近くがこの機能を持っている。
詩的機能
　対句型は特微的にこの機能と結びついている。再現型は他の機能と跳べて
割合が霞立って低い。大部分を占めるのが一部変更型と対句型だが，この二
つのように形のパターンは保持しながらもくり返すごとに少しずつ変化を加
えるタイプが，ことぼ遊びなどの面白味を生むのであろう。
メタ雷撃的機能
　他の機能に比べて言い換え型の割合が大きい。ことばの意味をわかりやす
く説明するのに用いられるのである。ことばの問い返しやとりたてには再現
型が用いられる。要約型・対句型の事例はなかった。
談話構成的機能
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　結束の表示には再現型が多い。つながりを明示する上では，もとの発話に
あまり変更を加えないものの方が適しているのであろう。同様に，話の筋を
戻す場合も再現型か一部変更型が多くなっている。発言や話題の収束には，
再現型よりむしろ一部変更型や要約型が見られた。この機能には，対句型の
事：例はなかった。
　上記の観察から，形状の違いによるくり返しの表現効果の特徴として，以
下の点がまとめられる。
　繍再現型は，もとの発話に変更を加える時間・手間を必要としないので，
　　とっさの反応やストレートな表出，手軽に発話をするなどの場合に用い
　　られる。もとの発話と同形なため，発話間の結びつきを示したり，共感
　　の感覚的効果を出したりするのに適している。ただし，形が周じなだけ
　　に「くり返している」という印象は強く，やたらに何度も使うとくどい
　　感じを与えるので，回数を重ねて使える場面・状況はある程度限定され
　　るであろう。
　爾一部変更型，補足型，言い換え型は，単に同じ形で再提示するよりは何
　　らかの「かみくだき」を施した方が効果のある，理解補助的なくり返し
　　の使用に向いている。また，再現型の「くどさ，しっこさ」の印象を回
　　避するはたらきもある。
　鯵要約型は，再現型とは対照的に分析度の高いことが特徴である。そのた
　　め，心情的機能や動能的機能のように直接的・感覚的な訴えかけを主と
　　するもの，詩的機能のように形自体の妙やよどみないテンポを身上とす
　　るものにはまず現われない。それらの機能を果たす上でくり返しに求め
　　られる資質を，分析の処理が消してしまうからである。しかし，要約型
　　は情報伝達や発言・話題の収束においては効果を発揮する。
　麟対句型はことばのリズム，語錫のよさなど詩的機能において重要な役割
　　を果たす。
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5．まとめ，および今後の課題
　本稿では，既になされた発話をくり返すという行為が会話の方策として果
たす機能を収集し，種類男冒に記述した。TanRen（1989）が英語について指摘し
た諸機能をN本語についても確認し，その他の機能も併せて指摘した。また，
くり返しのタイプ（誰の発話をくり返すか，出現のタイミング，再現の形状）
によって用いられる目的や表現効果にも違いがあることを述べた。
　日常会話に現われる様々な発話や相互作用のパターンを文脈の中で検討
し，そのコミュニケーション上の役割を明らかにすることは，談話分析のた
めの手段や知見を蓄積する一助となる。本研究もそうした試みの一部となる
ことを意図しているが，会話の方策としてのくり返しの位置づけ・性格を明
らかにするには，まだ今後に多くの課題を残している。
　まず，今回の考察では言語形式のレベル（語，句，文，など）によるくり返
しの違いを検討するには至らなかった。その主たる理由は，「くり返されてい
る部分」がどこからどこまでなのかをあらゆる事例について厳密に認定する
基準を現段階で筆者が得ていないためである。ここでは発話をくり返すとい
う行為そのものを考察対象としたので，事例には文字通りの再現から要約ま
で様々なものを含めた。そのため，言語形式レベルで整理することが困難と
なった。この点を補うためには，たとえば言い換え・要約類は除外するなど，
形のくり返しの面に焦点をしぼることも必要かと思われる。
　詩的機能でことばの調子には多少言及したが，使用した資料に音調情報が
欠けていたので，リズムやイントネーションの面も含めた検討は課題として
残っている。同じくり返しでも単にことばの形のみなぞるか，イントネー
ションなどの話しぶりも再現するかによって，意味合いや表現上の効果が異
なってくる。
　出現の事例を観察するだけでなく，文法的制約や談話の状況などからくり
返しが現われにくい，あるいは不可能な場合についても考察を行なうこと
で，また別の角度からくり返しの特微を探ることができるであろう。加えて，
会話において同様の機能を持つ他の発話パターン，すなわち方策のレバート
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リーに含まれる他の手段との比較検討も意味がある。
　本稿ではことばのくり返しを扱ったが，さらに考察の範囲を広げ得る方向
として，同種の雷語行動（または発話行為）のくり返しがある脳｝。たとえば
母親どうしの会話で一人が自分の子供のいたずらについて話すと，他の母親
たちも「ウチノ子ナンテ，コンナコトシタワ」「ウチノ子モ……」と，次々に
例を挙げてみせることがあるはずだ。この場合の例挙のように相手と同じふ
るまいを連ねることも一一Ptのくり返しであり，ことばのくり返しとはまた異
なるレベルで談話行動の成立に寄与しているものと考えられる。
　また，身振りと発話を連動させたり，その場で起こったことなどをあらた
めてことばにするような場合がある。たとえば，手を横に振ってみせながら
「ダメ，ダメ」と言ったり，相撲観戦中にひいきの力士が敗れたのを見て
「アーア，負ケチャッタ！」と嘆くなど，何らかの形で既にその場に提示さ
れている情報を雷語化してくり返し提示することがある。こうしたものにも，
再提示を通した強調や心情表出の機能が備わっている。会話を複数の話者の
間の二二作用的行動ととらえるならば，その場における情報の提示について，
雷語的・非言語的なものの両方を含めた総合的な考察を鼠指すことが必要で
あろう。
注王　語のくり返し，文のくり返しなど，要素のレベルで区別した検討は，今回行なえな
かった。（第5章参照）
注2　時間・空聞を隔てたくり返しにはこれら三点は必ずしもあてはまらない。くり返し
ともとの発話とが劉の会話中に存在するので，とりたての効果もさほど明らかにならず，ま
た2回以上くり返しが重ならない限り「岡じ」ものが複数存在することにも，発話の増童に
も結びつかないからである。
注3　カッコ内には事例が掲載されている信語生活』の号数を示す。
注4　この観点については，杉戸溝樹氏の御指摘によるところが大きい。
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